
埼玉県学力・学習状況調査（中学校） 

 

 

 

組  
番 

号 
 

名 

前 

 

 

 

（「数と式」を問う問題） 

１ 次の計算をしなさい。  レベル６～８  

     

  ① （２７ｘ－３６ｙ＋１８）÷（－９）      

 

 

 

 

    ② １５ｘ 2 ｙ÷５ｘｙ 2 ×３  

 

 

 

 

２ 次の各問いに答えなさい。  レベル９・10  

     

（１）次の等式を〔  〕の中の文字について解きなさい。 

 ｃ＝５（ａ＋ｂ） 〔ａ〕 

 

 

 

 

 

（２）次の連立方程式を解きなさい。   

     








572

253

yx

yx
 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

答え 

 

 

答え    

答え 

ａ＝  

答え 

ｘ＝    ｙ＝ 



３ 次の問題２(2)を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10  

   （H27 埼玉県学力・学習状況調査２(2)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 次の問題８を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10  

   （H25 埼玉県小・中学校学習状況調査８(1)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 

      

答え 

３ 

 

          
答え 

 

 

          



５ 次の問題(2)を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10  

  （H26 埼玉県小・中学校学習状況調査２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 次の問題３(3)を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12  

   （H28 埼玉県学力・学習状況調査３(3)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 

 

 

答え    

  

 

  

 



７ ある中学校の昨年度の生徒数は、全員で３８０人でした。今年度は、昨年度より男子が１０％増え、

逆に女子が昨年度より５％減ったので、全体で１１人増えました。今年度の男子の生徒数と、女子

の生徒数を求めるのに、昨年度の男子の生徒数をｘ人、昨年度の女子の生徒数をｙ人として、連

立方程式をつくりました。 

                に当てはまる式をつくりなさい。  レベル９・10  

  （H27 全国学力・学習状況調査Ａ３（３）） 

 
  

    ｘ ＋ ｙ ＝ ３８０  

            ＝ １１ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

８ 「２つの続いた奇数の和は、４の倍数になる。」ことを、次のように説明しました。 

       に当てはまる式を書きなさい。ただし、同一番号には、同じ式が入ります。 レベル 11・12  

  （H26 全国学力・学習状況調査Ｂ２（１）） 
 

〔説明〕２つの続いた奇数のうち、小さい方の奇数を２ｎ＋１とすると、２つの続いた 

    奇数は、２ｎ＋１，   と表される。 

    それらの和は、 

    （２ｎ＋１）＋（        ）＝         

                     ＝４（      ） 

         は整数だから、４（         ）は４の倍数である。 

   したがって、２つの続いた奇数の和は、４の倍数になる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

① ② 

③ 

答え 

 

③ ③ 

答え 

①   

答え 

②   

答え 

③    



９ 次の問題(1)を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12  

  （H26 全国学力・学習状況調査Ｂ２(1)） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 問題は以上です。答え合わせをしましょう。 

答え 

 

 



埼玉県学力・学習状況調査（中学校） 

 

 

 

組  
番 

号 
 

名 

前 

 

 

 

（「数と式」を問う問題） 

１ 次の計算をしなさい。  レベル６～８  

     

  ① （２７ｘ－３６ｙ＋１８）÷（－９）      

 

 

 

 

    ② １５ｘ 2 ｙ÷５ｘｙ 2 ×３  

 

 

 

 

２ 次の各問いに答えなさい。  レベル９・10  

     

（１）次の等式を〔  〕の中の文字について解きなさい。 

 ｃ＝５（ａ＋ｂ） 〔ａ〕 

 

 

 

 

 

（２）次の連立方程式を解きなさい。   

     








572

253

yx

yx
 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

模範解答 
 

答え 

－３ｘ＋４ｙ－２ 

 

答え    

答え 

ａ＝  ー ｂ 

答え 

ｘ＝ー１  ｙ＝ー１ 



３ 次の問題２(2)を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10  

   （H27 埼玉県学力・学習状況調査２(2)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 次の問題８を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10  

   （H25 埼玉県小・中学校学習状況調査８(1)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 

    ２８  

答え 

３ 

 

          
答え 

３ 

 

          



５ 次の問題(2)を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10  

  （H26 埼玉県小・中学校学習状況調査２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 次の問題３(3)を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12  

   （H28 埼玉県学力・学習状況調査３(3)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 

３ 

 

答え   ｘ＋ｙ＝１２０ 

  

 

 1.1ｘ＋0.9ｙ＝１１８ 

 



７ ある中学校の昨年度の生徒数は、全員で３８０人でした。今年度は、昨年度より男子が１０％増え、

逆に女子が昨年度より５％減ったので、全体で１１人増えました。今年度の男子の生徒数と、女子

の生徒数を求めるのに、昨年度の男子の生徒数をｘ人、昨年度の女子の生徒数をｙ人として、連

立方程式をつくりました。 

                に当てはまる式をつくりなさい。  レベル９・10  

  （H27 全国学力・学習状況調査Ａ３（３）） 

 
  

    ｘ ＋ ｙ ＝ ３８０  

            ＝ １１ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

８ 「２つの続いた奇数の和は、４の倍数になる。」ことを、次のように説明しました。 

       に当てはまる式を書きなさい。ただし、同一番号には、同じ式が入ります。 レベル 11・12  

  （H26 全国学力・学習状況調査Ｂ２（１）） 
 

〔説明〕２つの続いた奇数のうち、小さい方の奇数を２ｎ＋１とすると、２つの続いた 

    奇数は、２ｎ＋１，   と表される。 

    それらの和は、 

    （２ｎ＋１）＋（        ）＝         

                     ＝４（      ） 

         は整数だから、４（         ）は４の倍数である。 

   したがって、２つの続いた奇数の和は、４の倍数になる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

① ② 

③ 

答え 

0.1ｘー0.05ｙ 

③ ③ 

答え 

①  ２ｎ＋３ 

答え 

②  ４ｎ＋４ 

答え 

③   ｎ＋１ 



９ 次の問題(1)を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12  

  （H26 全国学力・学習状況調査Ｂ２(1)） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 問題は以上です。答え合わせをしましょう。 

答え 

 

２(ｍ＋ｎ) 

 



埼玉県学力・学習状況調査（中学校） 

 

 

 

組  
番 

号 
 

名 

前 

 

 

 

（「図形」を問う問題） 

１ 次の問題４を読み、問いに答えなさい。  レベル６～８    

   （H28埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の問題３を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10   

  （H28 埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

答え 

      度 

 

答え 

   

 



３ 次の問題を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10   

  

太郎さんは，次の問題を考えています。 

 

 

 

 

 

 このとき，（１）から（３）までの各問いに答えなさい。 

 （１） 太郎さんは，下のようにＡＣ＝ＢＤになることを△ＡＯＣ≡△ＢＯＤを示すこと

で証明しようとしました。△ＡＯＣ≡△ＢＯＤをもとに証明しようという方針はよ

かったのですが，この証明にはまちがいが２ヶ所あります。下に示した   の中

にある，まちがっている箇所を，下線（  ）をひいて示しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２） 下に示した   の中に，続きを書き込んで、正しい証明にしなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

右の図で，ＡＯ＝ＢＯ，ＣＯ＝ＤＯならば， 

ＡＣ＝ＢＤであることを証明しなさい。 

Ｃ 

Ｂ Ｄ 

Ａ 

Ｏ 

（太郎さんの証明） 

△ＡＯＣと△ＢＯＤにおいて 

 

 

 

 

 

 

   

 よって，ＡＣ＝ＢＤ 

仮定より， 

ＡＯ＝ＢＯ  ・・・① 

ＣＯ＝ＤＯ  ・・・② 

ＡＣ＝ＢＤ  ・・・③ 

 ①②③より，３組の辺がそれぞれ等しいので 

 △ＡＯＣ≡△ＢＯＤ 

 △ＡＯＣ≡△ＢＯＤ 

（証明） 

△ＡＯＣと△ＢＯＤにおいて 

 

 

 

 

 

 

 

 

よって，ＡＣ＝ＢＤ 

 

答えは、左の（太
郎さんの証明）に
直接書きなさい。 

答えは、 
左の（証明）に 
直接書きなさい。 



 

 （３） 太郎さんは，ＡＣ＝ＢＤになることを△ＡＯＣ≡△ＢＯＤを示すことで証明し

ました。 

△ＡＯＣ≡△ＢＯＤをもとにすると，この問題の図形について，ＡＣ＝ＢＤ以

外にもＡＣ//ＤＢが分かります。 

なぜ，△ＡＯＣ≡△ＢＯＤをもとにすると，ＡＣ//ＤＢがいえるのか証明しな

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（証明） 

△ＡＯＣ≡△ＢＯＤなので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よって，ＡＣ//ＤＢ 

 
答えは、 
左の（証明）に 
直接書きなさい。 



４ 次の問題を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12   

  

太郎さんは，次の問題を考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  太郎さんは，ＣＤ＝ＢＥであることを，次のように証明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このとき，次の（１），（２）の各問いに答えなさい。 

 

（１）太郎さんが証明した△ＣＢＤ≡△ＢＣＥをもとにすると，この問題の図形につい

て，ＣＤ＝ＢＥ以外にも新たに分かることがあります。それを全て書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

右の図の△ＡＢＣは，ＡＢ＝ＡＣである二等辺三角形です。 

ＢＤ＝ＣＥとなる点Ｄと点Ｅを辺ＡＢ上，辺ＡＣ上に 

それぞれとります。 

 このとき，ＣＤ＝ＢＥであることを証明しなさい。 

Ａ 

Ｄ 

Ｂ Ｃ 

Ｅ 

（太郎さんの証明） 

△ＣＢＤと△ＢＣＥにおいて 

仮定より， 

ＢＤ＝ＣＥ  ・・・① 

 共通な辺なので 

ＢＣ＝ＣＢ  ・・・② 

 二等辺三角形の底角は等しいので 

∠ＤＢＣ＝∠ＥＣＢ  ・・・③ 

 ①②③より，２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

  △ＣＢＤ≡△ＢＣＥ 

 よって，ＣＤ＝ＢＥ 

答え 

   



（２）太郎さんは，問題の点Ｄと点Ｅを 

「ＢＤ＝ＣＥとなる点Ｄと点Ｅを辺ＡＢ上，辺ＡＣ上」 

    から 

     「ＢＤ＝ＣＥとなる点Ｄと点Ｅを辺ＡＢの延長線上，辺ＡＣの延長線上」 

    に変えてみてもＣＤ＝ＢＥが成り立つのではと考えました。 

     点Ｄと点Ｅの位置を辺ＡＢの延長線上，辺ＡＣの延長線上に変えてもＣＤ＝Ｂ

Ｅが成り立つことを証明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（証明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   よって，ＣＤ＝ＢＥ 

Ａ 

Ｄ 

Ｂ Ｃ 

Ｅ 



５ 次の問題６を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10   

  （H28 埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 

 

 



６ 次の問題６を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12   

   （H27 埼玉県学力・学習状況調査６） 

 

 問題は以上です。答え合わせをしましょう。 

答え（証明） 

 



埼玉県学力・学習状況調査（中学校） 

 

 

 

組  
番 

号 
 

名 

前 

 

 

 

（「図形」を問う問題） 

１ 次の問題４を読み、問いに答えなさい。  レベル６～８    

   （H28埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の問題３を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10   

  （H28 埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

模範解答 
 

答え 

   ７０ 度 

 

答え 

  八角形 

 



３ 次の問題を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10   

  

太郎さんは，次の問題を考えています。 

 

 

 

 

 

 このとき，（１）から（３）までの各問いに答えなさい。 

 （１） 太郎さんは，下のようにＡＣ＝ＢＤになることを△ＡＯＣ≡△ＢＯＤを示すこと

で証明しようとしました。△ＡＯＣ≡△ＢＯＤをもとに証明しようという方針はよ

かったのですが，この証明にはまちがいが２ヶ所あります。下に示した   の中

にある，まちがっている箇所を，下線（  ）をひいて示しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２） 下に示した   の中に，続きを書き込んで、正しい証明にしなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

右の図で，ＡＯ＝ＢＯ，ＣＯ＝ＤＯならば， 

ＡＣ＝ＢＤであることを証明しなさい。 

Ｃ 

Ｂ Ｄ 

Ａ 

Ｏ 

（太郎さんの証明） 

△ＡＯＣと△ＢＯＤにおいて 

 

 

 

 

 

 

   

 よって，ＡＣ＝ＢＤ 

仮定より， 

ＡＯ＝ＢＯ  ・・・① 

ＣＯ＝ＤＯ  ・・・② 

ＡＣ＝ＢＤ  ・・・③ 

 ①②③より，３組の辺がそれぞれ等しいので 

 △ＡＯＣ≡△ＢＯＤ 

 △ＡＯＣ≡△ＢＯＤ 

（証明） 

△ＡＯＣと△ＢＯＤにおいて 

 

 

 

 

 

 

 

 

よって，ＡＣ＝ＢＤ 

仮定より， 

ＡＯ＝ＢＯ  ・・・① 

ＣＯ＝ＤＯ  ・・・② 

 対頂角は等しいので， 

∠ＡＯＣ＝∠ＢＯＤ  ・・・③ 

 ①②③より， 

 ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

 △ＡＯＣ≡△ＢＯＤ 

答えは、左の（太
郎さんの証明）に
直接書きなさい。 

答えは、 
左の（証明）に 
直接書きなさい。 



 

 （３） 太郎さんは，ＡＣ＝ＢＤになることを△ＡＯＣ≡△ＢＯＤを示すことで証明し

ました。 

△ＡＯＣ≡△ＢＯＤをもとにすると，この問題の図形について，ＡＣ＝ＢＤ以

外にもＡＣ//ＤＢが分かります。 

なぜ，△ＡＯＣ≡△ＢＯＤをもとにすると，ＡＣ//ＤＢがいえるのか証明しな

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（証明） 

△ＡＯＣ≡△ＢＯＤなので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よって，ＡＣ//ＤＢ 

合同な図形では， 

対応する角の大きさが等しくなり， 

∠ＯＡＣ＝∠ＯＢＤ 

 （または，∠ＯＣＡ＝∠ＯＤＢ） 

錯角が等しいので 

答えは、 
左の（証明）に 
直接書きなさい。 



４ 次の問題を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12   

  

太郎さんは，次の問題を考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  太郎さんは，ＣＤ＝ＢＥであることを，次のように証明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このとき，次の（１），（２）の各問いに答えなさい。 

 

（１）太郎さんが証明した△ＣＢＤ≡△ＢＣＥをもとにすると，この問題の図形につい

て，ＣＤ＝ＢＥ以外にも新たに分かることがあります。それを全て書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

右の図の△ＡＢＣは，ＡＢ＝ＡＣである二等辺三角形です。 

ＢＤ＝ＣＥとなる点Ｄと点Ｅを辺ＡＢ上，辺ＡＣ上に 

それぞれとります。 

 このとき，ＣＤ＝ＢＥであることを証明しなさい。 

Ａ 

Ｄ 

Ｂ Ｃ 

Ｅ 

（太郎さんの証明） 

△ＣＢＤと△ＢＣＥにおいて 

仮定より， 

ＢＤ＝ＣＥ  ・・・① 

 共通な辺なので 

ＢＣ＝ＣＢ  ・・・② 

 二等辺三角形の底角は等しいので 

∠ＤＢＣ＝∠ＥＣＢ  ・・・③ 

 ①②③より，２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

  △ＣＢＤ≡△ＢＣＥ 

 よって，ＣＤ＝ＢＥ 

答え 

  ∠ＤＣＢ＝∠ＥＢＣ  ∠ＢＤＣ＝∠ＣＥＢ 



（２）太郎さんは，問題の点Ｄと点Ｅを 

「ＢＤ＝ＣＥとなる点Ｄと点Ｅを辺ＡＢ上，辺ＡＣ上」 

    から 

     「ＢＤ＝ＣＥとなる点Ｄと点Ｅを辺ＡＢの延長線上，辺ＡＣの延長線上」 

    に変えてみてもＣＤ＝ＢＥが成り立つのではと考えました。 

     点Ｄと点Ｅの位置を辺ＡＢの延長線上，辺ＡＣの延長線上に変えてもＣＤ＝Ｂ

Ｅが成り立つことを証明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（証明） 

△ＣＢＤと△ＢＣＥにおいて 

仮定より， 

ＢＤ＝ＣＥ  ・・・① 

 共通な辺なので 

ＢＣ＝ＣＢ  ・・・② 

 二等辺三角形の底角は等しいので 

∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ      ・・・③ 

∠ＤＢＣ＝１８０°－∠ＡＢＣ ・・・④ 

∠ＥＣＢ＝１８０°－∠ＡＣＢ ・・・⑤ 

 ③④⑤より，∠ＤＢＣ＝∠ＥＣＢ ・・・⑥ 

 ①②⑥より， 

２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

  △ＣＢＤ≡△ＢＣＥ 

 よって，ＣＤ＝ＢＥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｄ 

Ｂ Ｃ 

Ｅ 



５ 次の問題６を読み、問いに答えなさい。  レベル９・10   

  （H28 埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 

△ＡＦＤと△ＣＦＥにおいて 

仮定より， 

ＤＦ＝ＥＦ      ・・・① 

  ＡＦ＝ＣＦ      ・・・② 

 対頂角は等しいので 

∠ＡＦＤ＝∠ＣＦＥ  ・・・③ 

 ①②③より， 

２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

  △ＡＦＤ≡△ＣＦＥ 

 

 



６ 次の問題６を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12   

   （H27 埼玉県学力・学習状況調査６） 

 

 問題は以上です。答え合わせをしましょう。 

答え（証明） 

△ＡＥＦと△ＧＦＥにおいて 

ＡＦ＝ＧＥ（仮定）…① 

ＥＦ＝ＦＥ（共通）…② 

∠ＡＦＥ＝∠ＣＥＦ（平行線の錯角）…③ 

また、ＥＦを折り目として折ったとき 

∠ＣＥＦ＝∠ＧＥＦ…④ 

③，④より、∠ＡＦＥ＝∠ＧＥＦ…⑤ 

①，②，⑤より、２組の辺とその間の角が

それぞれ等しいので、 

△ＡＥＦ≡△ＧＦＥ 

合同な図形の対応する辺は等しいので、 

ＡＥ＝ＧＦ 



埼玉県学力・学習状況調査（中学校） 

 

 

 

組  
番 

号 
 

名 

前 

 

 

 

（「関数」を問う問題） 

  

１ 次の式で表される１次関数について、グラフの傾きと切片を求め、そのグラフをかきなさい。 

     レベル９・10   

     

(1) y＝3x＋2 

 

 

 

(2) y＝  x－1 

 

 

 

 

(3) y＝－  x＋4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

答え 

  傾き      切片 

答え 

  傾き     切片  

答え 

  傾き     切片  

3 

2 

2 

1 



２ 下の直線（１）から（３）のグラフの傾きと切片をそれぞれ求め、 

  １次関数の式を求めなさい。   レベル９・10   

 

   

(1)  

 

 

 

 

  

 

(2) 

 

 

 

 

 

 

(3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 

  傾き     切片  

 

  式  y＝ 

答え   

  傾き     切片  

 

  式  y＝ 

 

答え 

  傾き     切片  

 

  式  y＝ 

 

(2) 

(1) 

(3) 



３ 次の問題４を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12   

  （H27 埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題は以上です。答え合わせをしましょう。 

答え  
 



埼玉県学力・学習状況調査（中学校） 

 

 

 

組  
番 

号 
 

名 

前 

 

 

 

（「関数」を問う問題） 

  

１ 次の式で表される１次関数について、グラフの傾きと切片を求め、そのグラフをかきなさい。 

     レベル９・10   

     

(1) y＝3x＋2 

 

 

 

(2) y＝  x－1 

 

 

 

 

(3) y＝－  x＋4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

模範解答 
 

答え 

  傾き ３    切片 ２ 

答え  傾き  切片 －１ 

答え  傾き－  切片 ４ 

3 

2 

2 

1 

(1) 

(2) 

(3)

ｃ 



２ 下の直線（１）から（３）のグラフの傾きと切片をそれぞれ求め、 

  １次関数の式を求めなさい。   レベル９・10   

 

   

(1)  

 

 

 

 

  

 

(2) 

 

 

 

 

 

 

(3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え  傾き   切片 －２ 

  式  y＝ ｘ－２ 

答え  傾き   切片 －４ 

  式  y＝ ｘ－４ 

答え 

  傾き －２  切片 ４ 

 

  式  y＝－２ｘ＋４ 

(2) 

(1) 

(3) 



３ 次の問題４を読み、問いに答えなさい。  レベル 11・12   

  （H27 埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題は以上です。答え合わせをしましょう。 

答え  

ｙ＝３／２ｘ＋９／２ 

 



埼玉県学力・学習状況調査（中学校） 

 

 

 

組  
番 

号 
 

名 

前 

 

 

 

（「資料の活用」を問う問題） 

１ 次の問題を読み、問いに答えなさい。  レベル６～８   

   

  （１）１から６までの目があるさいころを２回投げます。１回目に出る目と２回目に出る目が同じ 

    にある場合は、何通りあるか求めなさい。 

     ただし、さいころの目の出方はどれも同様に確からしいとします。 

 

 

 

 

 

 

  （２）１から６までの目があるさいころを２回投げます。１回目に出る目と２回目に出る目の和が 

    １０以上になる場合は、何通りあるか求めなさい。 

     ただし、さいころの目の出方はどれも同様に確からしいとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

答え 

         通り 

答え 

         通り 



２ 次の問題を読み、問いに答えなさい。  レベル９・1０   

   

  １から４までの数字が書かれた、４枚のカードがあります。 

  この４枚のカードをよくきって、２枚のカードを同時に取り出します。 

 このとき、取り出した２枚のカードに書かれている数の和が５以上になる 

 確率を求めなさい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題は以上です。答え合わせをしましょう。 

答え 

    

 

 



埼玉県学力・学習状況調査（中学校） 

 

 

 

組  
番 

号 
 

名 

前 

 

 

 

（「資料の活用」を問う問題） 

１ 次の問題を読み、問いに答えなさい。  レベル６～８   

   

  （１）１から６までの目があるさいころを２回投げます。１回目に出る目と２回目に出る目が同じ 

    にある場合は、何通りあるか求めなさい。 

     ただし、さいころの目の出方はどれも同様に確からしいとします。 

 

 

 

 

 

 

  （２）１から６までの目があるさいころを２回投げます。１回目に出る目と２回目に出る目の和が 

    １０以上になる場合は、何通りあるか求めなさい。 

     ただし、さいころの目の出方はどれも同様に確からしいとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復習シート 第３学年 数学 
 

模範解答 
 

答え 

      ６ 通り 

答え 

      ６ 通り 



２ 次の問題を読み、問いに答えなさい。  レベル９・1０   

   

  １から４までの数字が書かれた、４枚のカードがあります。 

  この４枚のカードをよくきって、２枚のカードを同時に取り出します。 

 このとき、取り出した２枚のカードに書かれている数の和が５以上になる 

 確率を求めなさい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題は以上です。答え合わせをしましょう。 

答え 

   ２／３ 
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